
階上町平のサイカチの保護・保全事業実施報告書です。
名木の所在地 青森県三戸郡階上町大字角柄折字平３番地
名木の名称 平のサイカチ　　　　　　　　　　推定樹齢　８００年
名木の所有者 平野建悟氏　
治療年月日 令和元年７月１７日

樹木医による
　当該樹木は、平野家先祖がこの地に植栽し代々守ってきた古木であると言われ、県天然記念物に

指定されている。

名木の診断内容
　平成２８年度に本事業で不定根促進工や土壌改良工等を実施した結果、樹幹から新枝（ヒコバ

エ）が発生するなど効果があった。
　しかし、樹勢等は、枯損枝の発生や樹幹の空洞化のため低下しており、さらに、前回使用した資材

（ヤシ殻マット等）が減量・摩耗してきているため治療が必要な状態である。そのため、衰弱した樹

体の健全化と資材の取り換え及び新枝の整枝・せん定を要望されたものである。
　※　「ヒコバエ」～切り株や木の根元から生える若芽。≪「孫（ﾋｺ）生え」の意≫

実施した治療内容

　当該樹木の樹勢回復には、平成２８年度実施した樹幹空洞部に施していた不定根促進工を補完

する資材の取り換え等を行うとともに、枯れ枝の整理及び新枝（ヒコバエ）の剪定によって次世代

に残す枝の成長を促す処置のため以下の治療を行う。
・不定根促進工（資材の取り換え等の補完作業）
・新枝（ヒコバエ）の剪定及び樹冠部枯れ枝の除去
・発根促進工

今後の名木に

対する留意事項
経過観察する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　階上町大字角柄折

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平のサイカチの木です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　着工前の全景

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　着工前の全景

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前回治療した資材の剥離等がみられた

 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新枝(ヒコバエ)の剪定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不定根促進工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資材の取り換え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不定根促進工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土壌改良剤を樹幹に投入



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　不定根促進工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新たな資材による補修

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　発根促進工

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樹木治療の完成


